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　The purpose of this article is to provide a systematic review of the studies on skipping 
breakfast among school children.
　Skipping breakfast among school children is mainly caused by "delaying the time to go to 
bed", which, in turn, appears to be caused by two reasons. The ﬁ rst reason is shifting daily 
activities until late night. The second is disordered eating habit. The most important factor 
aﬀ ecting the sleeping time and lifestyle of infants and children is the policy of their mother. 
The diﬀ erence in lifestyle made by environmental diﬀ erences has little inﬂ uence on skipping 
breakfast directly, but it exerts some inﬂ uence on living rhythm of children. Children dwelling 
in a big city tend to develop a night mode lifestyle and make the living schedule steady. 
Because of the fact that skipping breakfast among school children is strongly related to eating 
the meal alone, it is thought that mothers' attitude strongly inﬂ uences their children's eating 
habit. On the other hand, the increased use of processed food suggests change in awareness 
of eating habit among Japanese.
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名，中学生 5,379 名，平成 12 年：小学生 5,754
名，中学生 5,724 名，平成 17年：小学生 6,205 名，
中学生 5,971 名）
図５　 １世帯当たりの食料費に対する「外食」および「調
理済み食品」の使用金額割合
　　　（「外食産業統計資料集 2006 年版」
17）
より作図）
9幼児，児童，生徒の朝食欠食を促す要因に関する系統的レビュー
まとめ
　朝食を摂らない直接の理由として「時間がない」「食欲
がない」「朝食が用意されていない」の３要因が挙げられた。
この理由には「生活習慣の乱れ」「食習慣の乱れ」が大き
く関わっており，その背景には「家族（とくに母親）の生
活習慣」が関与していることがわかった。さらにこれら３
要因は，「家族の食への意識」の変化がもたらしたもので
あることも示された。このような「生活習慣」や「食への
意識」の変化は，生活環境や食をとりまく社会環境の変化
が影響を及ぼしていると考えられる。
　すなわち，「生活環境の変化」「社会環境の変化」などの
「生活環境と文化・社会的条件」を初期条件とし，そこか
ら影響が及んだ「（母親の）生活信条の変化」「（母親の）
食への意識の変化」などの「意識・価値観」が第１次変化
となり，さらに「生活習慣の乱れ」「食習慣の乱れ」など
の「時間要因と食の形態」が第２次変化となって，幼児，
児童，生徒の朝食欠食への連鎖になっていると考えられる。
　これらの結果を踏まえ，「時間成分を軸とした生活習慣」
と「本人及び家族（とくに母親）の食に対する意識」を改
善することが必要である。具体的には生活習慣を「夜型」
から「中間型
＊2
」あるいは「朝型」に変えることにより，
早起きをして活動性を高め，朝の食欲につなげることが大
切である。いま盛んに言われている「食育」で，まずは幼
児・児童および生徒に「食」に対する意識づけを行うとと
もに，保護者の意識改善に向けて発信していくことが重要
である。
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＊１ ：中食産業；調理が家庭の外で，第３者によって行わ
れたもの摂取するのが「外食」であり，外食を提供す
る業者が「外食産業」であるのに対し，第３者によっ
て調理された食事・惣菜などを購入して家庭に持ち
帰って摂取するのを「中食」という。中食の提供業者
を中食産業と呼ぶ。
＊２ ：中間型；松村の報告
4）
では，「HorneとOstbergに
よる朝型・夜型分類アンケート」を使用して生活リズ
ムを５つのタイプに分類し，そのうちの「朝型」でも
「夜型」でもないタイプを「中間型」としていた。
